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照明用スイッチ交換後に漏電が発生!!
盛岡事業所 齊藤 厚太郎

照明用タンブラスイッチの交換工事後に、配線の
充電部が露出していたため、工事当日の夜に漏電事
故が発生した事例を紹介します。

〔状況〕
５月のゴールデンウィーク中の22時頃、電気事故

受付センターから盛岡市内のある病院の低圧絶縁監
視装置より、特別警戒警報を受信したとの連絡があ
りました。特別警戒警報は、500ミリアンペア以上
の漏えい電流が流れると発信されるため、漏電によ
る感電事故や火災の発生が心配されます。

お客さまに電話連絡し、設備には特に変わりはな
いことを確認して現地に急行しました。

〔調査〕
約20分後にお客さまに到着し、早速、電気室にて

漏えい電流を測定したところ、３階の電灯分電盤回
路から約１アンペア程度の漏電が発生していること
を確認しました。お客さまに3階の現場分電盤に案
内していただき、漏えい電流を測定したところ、エ
レベーター他照明回路が原因と判明しました。

漏電による感電事故、火災などの危険性があるこ
とから、お客さまのご了解をいただき、ブレーカー
を開放して絶縁抵抗測定をしたところ、0.01メグ
オームで絶縁不良でした。

〔原因〕
するとお客さまから「当日お昼頃に、電気工事店

にて当該回路のトイレ照明用タンブラスイッチの交
換工事を実施した」とのお申し出がありました。

タンブラスイッチカバーなどを外して調査したと
ころ、白相配線の一部の差込み状態が甘く、わずか
ではありますが充電部が露出していました。その露
出した充電部に、スイッチを収納している金属ボッ
クスと接触していたことが漏電の原因と判明しまし
た。スイッチを交換し、ボックスに収納する際、充
電部分が金属部に近づき、その後のスイッチ操作に
よるわずかな振動の繰返しで金属部と接触し、この
時間帯に警報がでたものと思われます。

〔復旧〕
タンブラスイッチの差込み部分の手直しを実施す

るとともに、充電部が露出していないことを確認し、

タンブラスイッチを取付けました。取付け後の絶縁
抵抗測定結果は20メグオームと正常値になり、低圧
絶縁監視装置の特別警戒警報も回復したことを確認
し、到着から約１時間30分後に復旧しました。

〔お客さまの声〕
「交換後に漏電ブレーカーの動作もなかったので

大丈夫かと思っていたが、まさかこのような原因で
漏電が起こるとは思わなかった。事故もなく早期に
復旧していただきありがとうございました」と感謝
の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、タンブラスイッチ単体の交換とい

う軽微な工事と思われますが、工事の施工状況が原
因で漏電が発生し、重大な事故に繋がるおそれがあ
りました。軽微な電気工事の計画などがあった場合
でも、遠慮なく東北電気保安協会に連絡していただ
けるようお客さまとのコミュニケーションを図って
まいります。
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